


環境月間
　

６
月
は
環
境
月
間
で
す
。

　

環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
身
の
回
り
の
環
境
の
現
状

を
知
り
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
見
直
し
て
み
る
な
ど
、
一
人
一
人

が
身
近
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

環
境
月
間
を
機
会
に
、
あ
ら
た
め
て
「
環
境
」
の
こ
と
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
河
川
の
水
質
検
査

を
定
期
的
に
行
い
、
河
川
の
汚

れ
の
状
況
な
ど
を
調
べ
て
い
ま

す
。

　

市
内
の
４
河
川
（
勢
田
川
・

宮
川
・
五
十
鈴
川
・
外
城
田
川
）

の
平
成
21
年
度
の
水
質
検
査
結

果
は
、下
表
の
と
お
り
で
し
た
。

　

勢
田
川
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
に
比
べ
る
と
改
善
が
見
ら
れ

ま
す
が
、「
県
内
で
最
も
水
質

が
悪
い
川
」
と
い
う
評
価
も
あ

り
、
今
後
も
水
質
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

※
ほ
か
の
検
査
項
目
な
ど
、
詳

し
く
は
環
境
課
で
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

河
川
水
質
検
査
結
果

近
く
の
川
は

　
　
　

き
れ
い
で
す
か
？

　

市
で
は
、
し
尿
や
生
活
雑
排

水
を
き
れ
い
に
す
る
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象　

合
併
処
理
浄
化
槽
、
高

度
処
理
型
浄
化
槽

※
人
槽
や
地
域
に
よ
り
、
補
助

金
が
出
な
い
場
合
や
補
助
率
が

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
伊
勢
市
環
境

報
告
書
「
え
こ
の
お
と
」
が
完

成
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
環
境
学
習

な
ど
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

※
「
え
こ
の
お
と
」
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

平成21年度河川水質検査結果

河川名 検査地点 類型 環境
基準値

ＢＯＤ (mg/ℓ )
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

勢田川 勢田大橋 C 5mg/ℓ 4.6 2.5 3.6 4.3 3.6 3.2 0.9 1.1 1.6 3.8 3.2 2.6

宮川 度会橋 AA 1mg/ℓ － 0.5 － 0.8 － －
0.5
未満

－ －
0.5
未満

－ －

五十鈴川 掘割橋 A 2mg/ℓ －
0.5
未満

－ 0.7 － －
0.5
未満

－ － 1.5 － －

外城田川 大野橋 B 3mg/ℓ － － 1.5 － － 1.1 － － 0.9 － － 1.9

用
語
解
説

■ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
　微生物が酸素を消費する量。BOD値が高ければ、水中に腐敗
性物質が多く含まれていることを意味します。
　腐敗性物質は、悪臭の原因になります。
■環境基準
　「人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持することが
望ましい基準」として定められています。
　水質汚濁に係る環境基準は、河川の場合、６つの類型に分けら
れています。AAが最もきれいで、次いでＡ～Ｅの順になってい
ます。

類型 AA A B
BOD １㎎/ℓ以下 ２㎎/ℓ以下 ３㎎/ℓ以下

目安

自然探勝 ヤマメ・イワナ アユ

類型 C D E
BOD ５㎎/ℓ以下 ８㎎/ℓ以下 10㎎/ℓ以下

目安

コイ・フナ 農業用水 工業用水

環境課（☎㉑5542）

事
業
費　
１
億
３
９
２
９
万
２
千
円

（
平
成
22
年
度
予
算
）

補
助
件
数　
３
８
２
件

（
平
成
21
年
度
）

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

に
補
助

環
境
報
告
書

　
　
　
「
え
こ
の
お
と
」
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国
の
男
女
共
同
参
画
推
進
本

部
は
、
毎
年
６
月
23
日
〜
29
日

を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と

定
め
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
の
目
的
や
基
本
理
念
に
関

す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
を
図
る
た
め
の
各
種
行

事
を
全
国
各
地
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
く
に
は
、例
え
ば
、

家
庭
に
お
け
る
「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
固
定
的

な
性
別
役
割
分
担
意
識
な
ど
の

問
題
に
つ
い
て
意
識
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
、
男
女

一
人
一
人
が
家
庭
・
地
域
の

一
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
を
最
大
限
に
果
た
し
な

が
ら
、
生
活
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
18
年
７
月
11

日
に
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

を
行
い
、
平
成
19
年
４
月
か
ら

は
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を

施
行
し
、
男
女
共
同
参
画
の
意

識
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
効
果
的
に
進
め
る

た
め
に
、「
れ
い
ん
ぼ
う
プ
ラ

ン
（
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
）」

（
計
画
期
間

：

平
成
20
年
度
〜
24

年
度
）
を
策
定
し
、
男
女
共
同
参

画
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
主
に
公
募

で
集
ま
っ
た
市
民
と
共
に
進
め

て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
参

加
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

話そう、働こう、育てよう。いっしょに。（内閣府募集22年度標語最優秀作品）

６月23日㈬～29日㈫は

男女共同参画週間

 ・ ・男女が互いに思いやる日とし
て定めた「パートナーの日」（８

月17日）を周知するための講
演会

 ・ ・男の料理教室
 ・ ・市民ワークショップ
 ・ ・男女共同参画講座

平成22年度の取り組み計画

男
女
が
お
互
い
に
尊
重
し
、

性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

共
に
生
き
生
き
と

個
人
の
特
性
や
能
力
を

発
揮
で
き
る
社
会
へ

市
民
と
共
に
進
め
る

男
女
共
同
参
画

９
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う
！

伊
勢
ま
つ
り

伊
勢
ま
つ
り

市
民
交
流
課
内
・
伊
勢
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
㉑
５
５
４
９
）

と
き　

９
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

と
こ
ろ　

高
柳
商
店
街
周
辺
〜

伊
勢
市
駅
周
辺

内
容　

パ
レ
ー
ド
・
踊
り
・
太

鼓
・
出
展
・
出
店
な
ど

※
宮
川
河
川
敷
に
臨
時
駐
車
場

を
設
け
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
昨
年
以

上
に
ま
つ
り
を
充
実
さ
せ
、
市

民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
「
見
て
・
参
加
し
て
・
楽
し

め
る
行
事
」
に
し
よ
う
と
、
ま

つ
り
の
企
画
や
運
営
・
広
報
の

方
法
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
ま

す
。

　

パ
レ
ー
ド
・
踊
り
・
太
鼓
・

出
展
・
出
店
な
ど
に
参
加
し
、

今
年
の
「
伊
勢
ま
つ
り
」
を
一

緒
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈫
〜
15

日
㈫
（
必
着
）
に
、
申
し
込
み

用
紙（
同
事
務
局
に
あ
り
ま
す
）

を
、
同
事
務
局
へ

参
加
団
体
を
募
集

事
業
費　

１
１
３
５
万
円

（
う
ち
市
負
担
金
６
５
０
万
円
）

（
平
成
22
年
度
予
算
）

観
覧
者
数　

約
15
万
人

（
平
成
21
年
度
）

市民交流課（☎㉑5513）

事業費  92万円（平成22年度予算）

おばた川渡し御輿と
岩渕町山車

伊勢音頭

川端柳太鼓
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マタニティマーク

　

妊
娠
・
出
産
は
人
生
の
中
で

大
き
な
出
来
事
で
す
。
健
康
に

気
を
配
り
な
が
ら
マ
タ
ニ
テ
ィ

ラ
イ
フ
（
妊
娠
中
の
生
活
）
を

楽
し
み
、
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る

準
備
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

妊
娠
は
、
女
性
の
心
と
体
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

大
き
な
喜
び
と
同
時
に
、
不

安
を
感
じ
て
い
る
人
も
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
特
に
妊
娠
初
期

は
、
つ
わ
り
な
ど
の
つ
ら
い
症

状
が
起
こ
り
や
す
く
、
精
神
的

に
も
不
安
定
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
楽
し
く
赤
ち

ゃ
ん
を
迎
え
る
準
備
を
し
、
頑

張
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
を
支
え

ま
し
ょ
う
。

　

お
母
さ
ん
も
、
体
を
い
た
わ

り
な
が
ら
、
毎
日
を
楽
し
く
ゆ

っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で
過
ご

し
、
出
産
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

妊
娠
中
は
、
普
段
よ
り
も
一

層
、
健
康
に
気
を
付
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
気
掛
か
り
な
こ
と
が
な

く
て
も
、
体
に
は
い
ろ
い
ろ
な

変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
少

な
く
と
も
月
１
回
（
妊
娠
24
週

以
降
は
週
２
回
、
さ
ら
に
妊
娠

36
週
以
降
は
週
１
回
）
は
、
医

療
機
関
や
助
産
所
で
妊
婦
健
康

診
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

妊
婦
健
康
診
査
で
は
、
体
重

測
定
や
血
液
・
血
圧
・
尿
な
ど

の
検
査
を
行
い
、
お
母
さ
ん
や

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
状
態
を
定
期

的
に
確
認
し
ま
す
。

　

貧
血
・
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
・

妊
娠
糖
尿
病
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の

発
育
に
影
響
し
、
お
母
さ
ん
の

健
康
を
損
な
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
安
全
な
出
産
の
た
め
に
、

定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
体
の

変
化
に
早
く
気
付
き
、
対
応
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

医
師
や
助
産
師
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
、
積
極
的
に
健
康

管
理
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

健
や
か
な
妊
娠
と
出
産
を
迎

え
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
22

４
月
１
日
か
ら
、
市
が
助
成
す

る
妊
婦
健
康
診
査
の
検
査
項
目

を
拡
充
し
ま
し
た
。

　

検
査
項
目
の
内
容
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
助
成
対

象
の
検
査
項
目
以
外
は
自
費
と

な
り
ま
す
。

　

３
月
31
日
ま
で
に
伊
勢
市
で

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
人
は
、
４
月
1
日
以
降
に
県

内
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る
と

き
に
新
し
い
妊
婦
健
康
診
査
受

診
券
と
交
換
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
里
帰
り
な
ど
の
理
由

で
県
外
で
受
診
す
る
人
や
、
転

入
な
ど
の
理
由
で
伊
勢
市
の
母

子
保
健
の
し
お
り
を
持
っ
て
い

な
い
人
は
、
健
康
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
福
祉
健
康
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を

妊
婦
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

妊
婦
健
康
診
査
の

　
　

検
査
項
目
を
拡
充

妊婦健康診査の助成
助成対象検査項目 助成回数

問診・診察・血圧測定
体重測定・尿検査

14 回
（1～ 14回目すべて）

血液検査 3 回
（1・6・7回目）

子宮頸がん検診 1 回
（2回目）

超音波検査 10 回
（3～ 5・8～ 14回目）

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を

ご
存
知
で
す
か

　

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
」
は
、

妊
婦
が
身
に
着
け
る
こ
と
で
、

お
な
か
の
目
立
た
な
い
妊
娠
初

期
で
も
周
囲
の
人
に
妊
娠
中
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
優
し
い

配
慮
を
促
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
を
見
掛
け
た
ら
、

電
車
・
バ
ス
な
ど
で
席
を
譲
る
、

近
く
で
の
喫
煙
は
控
え
る
な
ど

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
す
こ
や
か
な　
　

と

　
　
　
　
　

  　
　

の
た
め
に

健
康
課
（
☎
㉗
２
４
３
５
）

事
業
費　

１
億
９
０
８
万
円

（
平
成
22
年
度
予
算
）
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水
道
に  

寄
せ
る
信
頼  

飲
む
安
心

料
金
・
検
針
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
料
金
課
（
☎
42
１
５
０
１
）

道
路
面
漏
水
修
繕
・
水
道
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
…
…
…
上
水
道
課
維
持
係
（
☎
42
１
５
１
２
）

水
質
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
上
水
道
課
水
源
係
（
☎
㉓
３
３
６
０
）

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
上
水
道
課
給
水
係
（
☎
42
１
５
０
９
）

夜
間
・
休
日
の
緊
急
道
路
面
漏
水
に
つ
い
て
…
…
…
…
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉓
３
３
６
０
）

６
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪
は

水
道
週
間

　

わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
支
え

る
水
は
、
限
り
あ
る
資
源
と
し

て
大
切
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

市
は
、
水
道
水
を
無
駄
に
す

る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
皆
さ
ん

に
安
心
し
て
飲
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
施
設
や
水
質
の
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

宅
地
内
の
水
道
管（
給
水
管
）

は
、
使
用
者
で
自
己
管
理
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

検
針
結
果
を
毎
回
確
認
し
、

水
量
な
ど
に
異
常
が
あ
る
場
合

は
、
漏
水
の
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
す
べ
て
の
蛇
口
を
閉
め
て
も

水
道
メ
ー
タ
ー
の
星
型
の
コ
マ

（
パ
イ
ロ
ッ
ト

：

左
図
参
照
）

が
回
っ
て
い
れ
ば
、
漏
水
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま

で
の
漏
水
調
査
や
修
繕
は
、
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
修

繕
を
し
た
場
合
、
水
道
料
金
が

減
額
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
市
が
貸

与
し
て
個
人
が
管
理
す
る
施
設

で
す
。
破
損
な
ど
を
し
な
い
よ

う
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。（
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
個
人
の
所

有
物
で
す
）

　

な
お
、
水
道
メ
ー
タ
ー
が
壊

れ
た
場
合
の
補
修
費
用
や
、
住

宅
改
良
な
ど
で
水
道
メ
ー
タ
ー

を
移
設
す
る
と
き
の
費
用
は
、

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
な
ど
を
解
体
・

建
て
替
え
し
た
り
、
駐
車
場
・

更
地
な
ど
に
変
更
し
た
り
す
る

と
き
は
、
十
分
に
注
意
し
て
施

工
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
22
年
度
全
国
標
語
）

水
道
施
設
・
水
道
管
な
ど
の
維
持

管
理
経
費
（
県
営
水
道
の
受
水
費

を
含
む
）
15
億
３
０
８
８
万
５
千
円

　
　
　
　
　

（
平
成
22
年
度
予
算
）

※
水
道
メ
ー
タ
ー
の
移
設
（
大

き
く
移
設
す
る
場
合
）、
住
宅

の
建
て
替
え
や
駐
車
場
な
ど
へ

の
変
更
を
す
る
と
き
は
、
給
水

装
置
の
改
造
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
依
頼
し
、
市
に
給
水

装
置
改
造
届
出
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
手

間
が
か
か
ら
ず
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
入
通
知
書
を
利
用

し
、
銀
行
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
支
払
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

宅
地
内
漏
水
の
早
期
発
見
を

　
　

  

宅
地
内
水
道
施
設

　
　

  

管
理
の
お
願
い

水
道
料
金
の
支
払
い
は

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

水質検査結果のお知らせ
平成21年度の水質検査結果は下表のとおりです。
各水源地・配水場とも、水質基準に適合しています。

平成21年度水質検査結果

項目 水質基準 中　須
水源地

五十鈴川
水源地

小　俣
配水場

一般細菌 100個 /mℓ以下 0 0 0

大腸菌 検出されないこと
陰性

（不検出）
陰性

（不検出）
陰性

（不検出）

塩化物イオン 200㎎ /ℓ以下 5.8 5.6 9.6
有機物等 3㎎ /ℓ以下 0.3未満 0.3未満 0.3未満
pH値 5.8 ～ 8.6 6.8 7.0 7.5
味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし

色度 ５度以下 0.5未満 0.5未満 0.5未満
濁度 2度以下 0.5未満 0.5未満 0.5未満
残留塩素 ー 0.27 0.32 0.27

※表中の検査結果の数値は、平成21年度の平均値です。
※ほかの項目も検査を行っています。詳しくは、上水道課水源係へ問い合わせてください。

平成22年6月号5



市
営
住
宅
・
高
齢
者
向
け

市
営
住
宅
・
高
齢
者
向
け

住
宅
・
特
定
公
共
住
宅

住
宅
・
特
定
公
共
住
宅

入
居
者
を
募
集

入
居
者
を
募
集

市
営
住
宅
・
高
齢
者
世
帯
向
け

市
営
住
宅
・
高
齢
者
世
帯
向
け

住
宅
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

住
宅
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
を
募
集

入
居
者
を
募
集

市
営
住
宅
・
高
齢
者
世
帯
向
け

住
宅
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
を
募
集

市
営
住
宅
・
高
齢
者
世
帯
向
け

住
宅
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
を
募
集

申
し
込
み
資
格　

表
①
の
と
お

り募
集
住
宅　

表
②
の
と
お
り

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈫
〜
10

㈭
に
、
申
し
込
み
用
紙
（
建
築

住
宅
課
に
あ
り
ま
す
）
と
必
要

書
類
を
建
築
住
宅
課
へ

必
要
書
類

 

・
平
成
21
年
分
所
得
証
明
書（
市

区
町
村
発
行
の
も
の
）

 

・・
入
居
世
帯
員
全
員
の
住
民
票

の
写
し
（
本
籍
・
続
柄
記
載
の

も
の
）

 

・・
市
区
町
村
税
完
納
証
明
書

 

・・
そ
の
ほ
か
市
が
必
要
と
す
る

書
類

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
契
約
の
際
、
連
帯
保
証
人
が

２
人
必
要
で
す
。

申し込み資格　市区町村税を完納しており、次のすべての要件を満たす人
＜市営住宅＞
 ・・市内に住所または勤務先があり、住宅に困っている
 ・ ・ 夫婦（婚約者を含む）または親子を主体とし、同居予定家族がある（た
　だし、高齢者・身体障がい者など政令で定める人は、３K以下の広さの
　住宅に限り、単身で入居できる場合があります）
 ・ ・ 収入基準月額が 15万8,000円以下（就学前の子どもがいる世帯・高齢者
　世帯・障がい者世帯は月額21万4,000円以下）である
＜高齢者世帯向け住宅＞
 ・ ・ 市内に住所または勤務先があり、住宅に困っている
 ・ ・ 単身世帯（60歳以上）、夫婦のみの世帯（いずれか 1人または 2人とも
　60歳以上）、親族のみの世帯（全員が 60歳以上）のいずれかである
 ・ ・ 収入基準月額が 21万4,000円以下である。
＜特定公共賃貸住宅＞
 ・ ・ 夫婦（婚約者を含む）または親子を主体とし、同居予定家族がある
 ・ ・ 収入基準月額が 15万8,000円～ 48万7,000円である

表①　市営住宅などの申し込み資格

表②　募集住宅
市営住宅　　　　　　　　　　　　　　　【家賃月額：7,600円～ 65,300円（部屋数・建築年度・所得などにより異なります）】

団地名 部屋数 階数 建築年度 構造※1 浴槽給湯 トイレ 駐車場 単身入居 募集数
倭A団地 （倭町） 3DK 4階 昭和56 PC4階建 有 無 洋式・水洗 有料（1台） × １
倭隠岡団地 （倭町） 3DK 3階 昭和63 RC4階建 有 有 洋式・水洗 有料（1台） × １
浦口団地 （浦口４丁目） 3DK 3階 平成5 RC3階建 有 有 洋式・水洗 有料（1台） × １
宮中横団地 （浦口４丁目） 3DK 3階 平成13 RC3階建 有 有 洋式・水洗 有料（1台） × １
二俣団地 （二俣３丁目） 2DK 3階 平成18 RC3階建 有 有 洋式・水洗 有料（1台） ○ １
万所団地 （辻久留３丁目）2DK 2階 平成11 RC3階建 有 有 洋式・水洗 有料（1台） ○ １
竹ヶ鼻第１団地（竹ヶ鼻町） 3DK 4階 平成8 RC4階建 有 有 洋式・水洗 有料（1台） × １

大湊団地 （大湊町）
3DK 1階 昭和48 PC3階建 無 無 洋式・水洗 団地管理 × １
3DK 3階 昭和48 PC3階建 無 無 洋式・水洗 団地管理 × １

黒瀬第３団地 （黒瀬町） 3DK 2階 昭和60 PC2階建 無 無 和式・くみ取り 有料（1台） × １
西豊浜団地 （西豊浜町） 3DK 1階 昭和51 PC3階建 無 無 洋式・水洗 有料（1台） × １
朝熊第２団地 （朝熊町） 3K 1階 昭和52 PC平屋建 無 無 和式・くみ取り 無 ○ １

高齢者世帯向け住宅　※エレベーター付き。オール電化。　　【家賃月額：21,500円～ 57,000円（所得により異なります）】
団地名 部屋数 階数 建築年度 構造※1 浴槽給湯 トイレ 駐車場 単身入居 募集数

リバーサイドせせらぎ（小俣町宮前）2DK
2階

平成13 RC6階建 有 有 洋式・水洗 有料（1台） ○
１

4階 １
6階 １

特定公共賃貸住宅　（所得月額158,000円以上の世帯向けの賃貸住宅）　　　　　　　　　　　　【家賃月額：63,000円】
団地名 部屋数 階数 建築年度 構造※1 浴槽給湯 トイレ 駐車場 単身入居 募集数

旭団地 （旭町） 3DK
1階

平成10 RC3階建 有 有 洋式・水洗 有料（1台） ×
２

2階 １
3階 １

※1　PC…コンクリート版プレハブ造り、RC…鉄筋コンクリート造り
※2　いずれの建物も耐震性が確認されています。

建
築
住
宅
課
（
☎
㉑
５
５
９
７
）

平成22年6月号 6



提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
書
は
、
環
境
課
・
各
総
合

支
所
生
活
環
境
課
・
各
支
所
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

対
象
品
目　

紙
類
（
新
聞
・
雑

誌
類
・
段
ボ
ー
ル
・
紙
パ
ッ
ク
）、

布
類
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
ア
ル
ミ

缶
、
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん

交
付
金
額　

１
㎏
に
つ
き
６
円

（
び
ん
に
つ
い
て
は
１
本
に
つ

き
３
円
）

※
市
の
奨
励
金
で
あ
り
、
資
源

回
収
業
者
の
単
価
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

資
源
物
集
団
回
収
と
は
、
自

治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子
供
会
な
ど

の
地
域
住
民
で
組
織
さ
れ
る
団

体
が
、各
家
庭
の
協
力
に
よ
り
、

紙
類
・
布
類
・
空
き
缶
・
び
ん

な
ど
の
資
源
物
を
回
収
し
、
資

源
回
収
業
者
に
引
き
渡
す
取
り

組
み
で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
物
を
ご

み
と
し
て
出
さ
な
い
た
め
の
大

切
な
取
り
組
み
で
、
皆
さ
ん
の

活
動
に
よ
っ
て
回
収
量
を
増
加

さ
せ
、
よ
り
多
く
の
資
源
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク

ル
の
た
め
、
資
源
物
集
団
回
収

に
積
極
的
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
再
生
資
源
回
収
事
業
奨
励
金

　

市
で
は
、
資
源
物
集
団
回
収

を
実
施
す
る
自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

子
供
会
な
ど
の
営
利
を
目
的
と

し
な
い
団
体
に
対
し
、
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
お
よ
び
資
源
回
収
業

者
の
引
き
取
り
伝
票
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
と
、
回
収
量
に
応

じ
て
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
事
前
に
団
体
登
録
申
請
書
を

　

市
で
は
、
缶
・
金
属
類
を
回

収
す
る
た
め
、
資
源
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
や
資
源
拠
点
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
、「
缶
類
」
を
回
収
す
る

黄
色
の
網
と
、「
金
属
類
」
を

回
収
す
る
黄
色
の
か
ご
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

「
金
属
類
」
を
入
れ
る
か
ご

に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
資
源
び

ん
な
ど
が
混
入
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
間
違
え
て
入
れ

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
一
部
の
資
源
拠
点
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、「
缶
類
」
の
網
が

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
缶
類
も
金
属
類
の
か

ご
に
一
緒
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

先
日
、
ス
プ
レ
ー
缶
が
穴
を

開
け
ず
に
出
さ
れ
て
い
た
た
め

に
、
ご
み
収
集
車
で
火
災
が
発

生
す
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
は
、
必
ず
穴
を

開
け
て
、
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
資
源
拠
点
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

資
源
物
集
団
回
収
に
ご
協
力
を

間違いの例
（資源びんなどが混入した回収かご）

金属類

缶類

ス
プ
レ
ー
缶
を
出
す
と
き
は

穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い

環
境
課
（
☎
㉑
５
５
４
３
）

資源物集団回収の様子

缶
・
金
属
類
の
回
収
容
器
に

ほ
か
の
資
源
物
を
出
さ
な
い
で

事
業
費　

１
６
２
４
万
２
千
円

（
平
成
22
年
度
予
算
）
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こ
れ
か
ら
、
台
風
や
大
雨
の

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
。

　

大
雨
や
台
風
は
、
わ
た
し
た

ち
に
何
度
も
大
き
な
災
害
を
も

た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

油
断
せ
ず
、
日
ご
ろ
か
ら
十

分
な
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

台
風
が
近
づ
い
て
き
た
り
、

大
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
の
恐
れ

が
あ
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

気
象
情
報
な
ど
に
注
意
す
る

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
、
最
新

の
気
象
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
が
け
の
亀
裂
や
水

位
の
変
化
な
ど
、
身
近
な
環
境

の
変
化
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ
防
災

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
３
）

大
雨
・
台
風
な
ど

風
水
害
に
備
え
て

　

外
出
を
控
え
る

　

強
風
に
よ
っ
て
飛
ば
さ
れ
た

物
で
け
が
を
し
た
り
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
台
風
・
豪
雨
が

予
測
さ
れ
る
と
き
は
、
外
出
を

控
え
ま
し
ょ
う
。

　

必
要
な
物
を
準
備
す
る

 

・・
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や

携
帯
ラ
ジ
オ
を
準
備
す
る

 

・・
避
難
に
備
え
て
貴
重
品
な
ど

非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
す
る

 

・・
断
水
に
備
え
て
食
料
や
飲
料

水
を
確
保
す
る

　

避
難
場
所
と
避
難
路
の
確
認

　

一
時
的
に
避
難
す
る
場
所
を

決
め
て
お
き
、
そ
こ
ま
で
の
道

順
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

雷
に
も
注
意
を
!!

〈
外
出
先
で
の
注
意
〉

 
・・
外
に
い
る
と
き
は
、
建
物
の

中
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
（
安
全

な
場
所
は
、
鉄
筋
の
建
物
や
自

動
車
・
電
車
の
中
で
、
木
造
の

建
物
の
中
で
も
安
全
で
す
）

 

・・
避
難
で
き
る
適
当
な
建
物
が

な
い
場
合
は
、
し
ゃ
が
む
な
ど

し
て
姿
勢
を
低
く
し
ま
し
ょ
う

 

・・
大
き
な
木
に
は
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

〈
家
の
中
で
の
注
意
〉

 

・・
落
雷
に
よ
り
家
電
製
品
が
損

傷
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
万

一
に
備
え
て
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

プ
ラ
グ
を
抜
い
て
お
き
ま
し
ょ

う

 

・・
漏
電
に
よ
る
火
災
を
防
止
す

る
た
め
、
避
難
す
る
前
に
は
ブ

レ
ー
カ
ー
を
「
切
」
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う

　

そ
の
他
の
お
願
い

　

切
れ
た
電
線
を
発
見
し
た
ら
、

中
部
電
力
㈱
伊
勢
営
業
所
（
☎

フ
リ
ー
コ
ー
ル
０
１
２
０
・
９

８
５
・
３
３
０
）
へ
連
絡
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

前
月
号
に
引
き
続
き
、「
障

が
い
者
の
手
帳
の
種
類
」
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
知
的
障
が
い
者
を

対
象
に
し
た
「
療
育
手
帳
」
と
、

精
神
障
が
い
者
を
対
象
に
し
た

「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

対
象　

判
定
機
関
（
18
歳
未
満

の
人
は
児
童
相
談
所
、
18
歳
以

上
の
人
は
障
害
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
）
で
、
知
的
障
が
い
と

判
定
さ
れ
た
人

等
級
の
種
類　
Ａ
１（
最
重
度
）、

Ａ
２
（
重
度
）、Ｂ
１
（
中
度
）、

Ｂ
２
（
軽
度
）
の
４
種
類

申
請　

判
定
を
受
け
た
後
、
申

請
書
・
印
鑑
・
写
真
２
枚
を
、

障
が
い
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
福
祉
健
康
課
へ

有
効
期
間　

無
し（
定
期
的
な
判

定
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

療
育
手
帳

シ
リ
ー
ズ
障
が
い
者
福
祉

障
が
い
福
祉
課
（
☎
㉑
５
５
５
８
）

対
象　

精
神
障
が
い
が
原
因
で
、

長
期
に
わ
た
っ
て
日
常
生
活
や

社
会
生
活
に
制
約
が
あ
る
人

等
級
の
種
類　

１
〜
３
級
（
診

断
書
に
よ
る
判
定
ま
た
は
年
金

証
書
の
等
級
に
よ
り
決
定
）

申
請　

申
請
書
・
診
断
書
（
ま

た
は
精
神
障
が
い
に
よ
る
年
金

証
書
と
同
意
書
）・
写
真
を
、

障
が
い
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
福
祉
健
康
課
へ

※
申
請
書
・
診
断
書
・
同
意
書

は
、
障
が
い
福
祉
課
・
各
総
合

支
所
福
祉
健
康
課
に
あ
り
ま
す
。

※
写
真
は
省
略
で
き
ま
す
が
、

写
真
が
無
い
場
合
は
一
部
制
度

を
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

有
効
期
間　

２
年
間

援
助
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
、
制
度
ご
と
に
申
請
な
ど
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
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マ
コ
ン
デ
美
術
館
は
、
二
見

町
東
部
の
伊
勢
湾
を
望
む
高
台

に
あ
り
ま
す
。

　

「
マ
コ
ン
デ
」
と
は
、
ア
フ

リ
カ
東
部
に
あ
る
タ
ン
ザ
ニ
ア

と
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
国
境
に
広

が
る
広
大
な
マ
コ
ン
デ
高
原
に

住
む
部
族
の
名
称
で
す
。
こ
の

部
族
は
「
木
彫
り
の
民
」
と
も

呼
ば
れ
、
最
初
の
父
親
が
黒こ
く

檀た
ん

の
木
を
彫
っ
て
最
初
の
母
親
を

創
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
ほ

ど
、
古
く
か
ら
部
族
の
伝
統
と

し
て
木
彫
り
を
制
作
し
て
き
ま

し
た
。

　

彫
刻
の
素
材
と
な
る
黒
檀
の

ね
じ
れ
具
合
か
ら

着
想
を
得
て
、
生

活
、
動
物
、
人
間

の
肉
体
、
老
い
と

死
、
愛
と
歓
喜
な

ど
の
テ
ー
マ
を
ス

シ
リ
ー
ズ   　

文
化
振
興
課
内
・
伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館 　
　

  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
（
☎
㉒
７
８
８
５
）

探
訪
・
伊
勢
の
博
物
館
⑫

ト
レ
ー
ト
に
表
現
し
た
そ
の
造

形
は
、
美
術
界
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
コ
ン
デ
美
術
館
に
は
、
彫

刻
の
ほ
か
、
テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン

ガ
の
名
で
知
ら
れ
る
エ
ナ
メ
ル

ペ
イ
ン
ト
画
な
ど
の
平
面
美
術
、

楽
器
や
生
活
道
具
な
ど
の
民
族

資
料
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
作
品

を
通
じ
て
、
ア
フ
リ
カ
の
大
地

や
自
然
が
持
つ
力
や
安
ら
ぎ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
見
る
人

の
感
性
を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
。

マ
コ
ン
デ
美
術
館

マ
コ
ン
デ
美
術
館

マ
コ
ン
デ
美
術
館

所 在 地　二見町松下1799
電話番号　421192
開館時間　9:00 ～ 17:00
　　　　　（入館は 16:30 まで）
休 館 日　火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　６月・12月の第２月曜日～
　　　　　金曜日
入 館 料 　大人1,000円、高校生800円
　　　　　小・中学生600円

マコンデ美術館

マ
コ
ン
デ
彫
刻
に
見
る

飢
餓
と
病
気

　

一
見
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
情
を

し
た
も
の
の
中
に
も
、
そ
の
奥

に
は
言
い
知
れ
ぬ
悲
し
み
や
あ

き
ら
め
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
病
気
の
子
ど
も
、
死し

斑は
ん

の
浮
き
出
た
顔
、
骨
と
皮
ば

か
り
に
や
せ
細
っ
た
人
物
な
ど
、

飢
餓
と
病
気
の
現
状
が
的
確
に

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
が
見
ど
こ
ろ

入
館
料
半
額
割
引

と
き　

７
月
18
日
㈰

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

市
内
在
住
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
物
（
運
転
免
許

証
・
保
険
証
・
学
生
証
・
学
校

の
名
札
な
ど
）
を
受
け
付
け
で

提
示
す
る
と
、
半
額
で
入
館
で

き
ま
す
。

　

４
月
16
日
、
国
の
文
化
審
議

会
は
、
旧
賓
日
館
を
重
要
文
化

財
（
建
造
物
）
と
し
て
指
定
す

る
よ
う
、
文
部
科
学
大
臣
に
答

申
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
の
高
い
建
築
技
術

や
意
匠
を
示
す
近
代
和
風
建
築

と
し
て
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、

今
後
の
官
報
告
示
を
経
て
正
式

に
指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

※
「
旧
賓
日
館
」
は
、
文
化
財

と
し
て
の
指
定
名
称
で
す
。
建

設
当
初
の
用
途
が
引
き
継
が
れ

て
い
な
い
場
合
、
建
造
物
の
名

称
に
「
旧
」
を
付
け
る
こ
と
が

通
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

賓
日
館
は
、
賓
客
の
休
憩
・

宿
泊
施
設
と
し
て
明
治
20
年
に

建
設
さ
れ
、
開
館
以
降
、
英え

い

照
し
ょ
う

皇
太
后
（
明
治
天
皇
の
母
）
や

嘉よ
し

仁ひ
と

親
王
（
後
の
大
正
天
皇
）

を
は
じ
め
、
諸
皇
族
が
多
数
宿

泊
し
ま
し
た
。

　

明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に

か
け
て
の
時
期
と
、
昭
和
初
期

の
２
回
に
わ
た
っ
て
大
規
模
な

増
改
築
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、

同
館
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
っ
て

い
る
１
２
０
畳
の
大
広
間
は
、

昭
和
10
年
の
増
築
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

平
成
11
年
に
は
旅
館
と
し
て

の
利
用
を
終
え
、
同
15
年
に
二

見
町
へ
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
観

光
・
文
化
施
設
と
し
て
一
般
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

大広間

賓
日
館

旧
賓
日
館
が

国
の
重
要
文
化
財
に

答
申
さ
れ
ま
し
た

文
化
振
興
課
（
☎
㉒
７
８
８
４
）

特
別
企
画
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介護保険料Q＆A

　

今
月
号
か
ら
、
介
護
保
険
制

度
に
つ
い
て
10
回
シ
リ
ー
ズ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
介
護
保
険
料
を
中

心
に
、
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

介
護
保
険
法
に
基
づ
き
、
市

町
村
や
広
域
連
合
な
ど
が
運
営

す
る
社
会
保
障
制
度
で
す
。

　

40
歳
以
上
の
人
が
加
入
者
（
被

保
険
者
）
と
な
っ
て
保
険
料
を

納
め
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

と
き
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
額

は
、
所
得
の
状
況
な
ど
に
応
じ

て
８
段
階
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

に
応
じ
た
係
数

（
0.50
〜
1.70
）
を
基

準
額
に
掛
け
て
保

険
料
額
を
算
出
し

ま
す
。
な
お
、
平

成
22
年
度
の
伊
勢

市
の
保
険
料
基
準

額
（
年
額
）
は
、

５
万
２
０
５
６
円

で
す
。

　

ま
た
、
40
歳
〜

64
歳
の
人
は
、
加

入
し
て
い
る
医
療

保
険
ご
と
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

介護保険料額（年額）

　＝基準額（52,056円）×段階に応じた係数（0.50 ～ 1.70）

介護保険料の算出方法

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
保

険
料
、
国
・
県
・
市
の
負
担
金
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
負
担
金
を

財
源
に
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

介
護
保
険
料
は
、
介
護
に
要
す

る
費
用
の
重
要
な
財
源
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
の
介
護
お
よ
び
介
護

予
防
に
要
し
た
費
用
は
、
年
間

約
84
億
円（
平
成
20
年
度
決
算
）

で
す
。（
左
表
参
照
）

平成20年度介護保険特別会計決算
内容 決算額

保険給付費
　ホームヘルプサービス、デイサービス、
　ショートステイ、施設介護サービス、
　介護予防サービス、地域密着型サービ
　ス、高額介護サービスなど

82億6,460万円

地域支援事業
　（介護予防事業、包括的支援事業）

1億6,775万円

介護保険料Q＆A 　納入通知書を送付したときに、皆さんからよく問い合わせがある
質問です。主に特別徴収（年金天引き）に関することをまとめました。

いつから特別徴収が始まるの？

65歳になったばかりの人や、65歳以上で市外から転
入した人は、特別徴収はすぐには始まりません。
６カ月～１年程度は、普通徴収での支払いとなります。
特別徴収が始まる２カ月前に通知をします。

特別徴収を口座振替に変更したいのですが？

介護保険料に関しては、特別徴収と口座振替の選択は
できません。原則、特別徴収での支払いとなります。

年金から天引きされる金額が８月から高く（安く）な
ったのですが？

伊勢市では、介護保険料の年額を６月に決定します。
このため、特別徴収する額の合計が年間の保険料額に
なるように、８月分以降の特別徴収額を変更（増額ま
たは減額）します。

Q1

A1

年間の保険料額が同額の人と比べて、１回当たりに天
引きされる金額が高いのですが？

Q3のように、８月分以降の特別徴収額を変更するこ
とにより、その年度の年額になるように調整するため、
年間保険料額が同額の場合でも、各偶数月の年金天引
き額は、人によって違う場合があります。

介護保険料の納入通知書に記載された金額と、年金振
り込み通知書に記載された介護保険料天引き額が違う
のはなぜ？

年金振り込み通知書には、市から年金保険者へ通知し
た内容に基づき介護保険料額が記載されます。しかし、
年金振り込み通知書は、通知する月から次の４月まで
の期間を同額として表示することがあるため、これら
の通知書の金額が異なる場合があります。
なお、年金振り込み額に変更がある場合は、その都度、
年金保険者から通知されますので、内容をあらためて
ご確認ください。

Q2

A2

Q3

A3

Q4

A4

Q5

A5

介
護
保
険　

シ
リ
ー
ズ

介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
料
額

介
護
保
険
料
の
使
い
道

介
護
保
険
課
（
☎
㉑
５
５
６
４
）

 

教えて!!

①
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 おはなし会
★赤ちゃんおはなし会　６月10日㈭、午前11時～
★たんぽぽおはなし会　６月12日㈯、午後３時～
★ピッポの会・紙芝居　６月20日㈰、午前11時～
※場所は、１階・おはなしのへやです。
 七夕図書館おはなし会＆工作教室
と　き　６月26日㈯、午後３時～
ところ　１階・おはなしのへや
対　象　３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）
内　容　七夕にちなんだ絵本や紙芝居のおはなし会の後、
　　　　七夕飾りを作る簡単な工作教室をします
 上映会
と　き　６月19日㈯、午後２時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　「アレクセイと泉～百年の泉の物語～」（字幕、第52回
　　　　ベルリン国際映画祭ベルリナー新聞賞・国際シネクラ
　　　　ブ賞受賞作品）
 七夕コーナー
　七夕飾りを設置します。短冊に願い事を書いてみませんか。
と　き　６月24日㈭～７月７日㈬
 ギャラリー展示
★「平山郁夫」原画タペストリー展
　日本画家・平山郁夫さんの指導・監修を受けて制作され
たタペストリー（壁掛けなどに使われる織物の一種）を展
示します。
と　き　６月30日㈬～７月12日㈪、午前９時～午後７時
　　　　（最終日は午後３時まで）
ところ　２階・ギャラリー

開館時間　午前9時～午後7時

 おはなし会
と　き　毎週土曜日、午後２時30分～
ところ　１階・おはなしコーナー
内　容　絵本や紙芝居などの読み聞かせ
 あかちゃんえほんのじかん
と　き　６月24日㈭、午前11時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせ、手遊びなど
 上映会
と　き　６月20日㈰、午後１時30分～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　「にゃーご」「すいかのたね」（アニメ）
 ふるさと文庫講演会　伊勢のもの学びパートⅡ
と　き　６月～平成23年１月の毎月第４土曜日
　　　　午後２時～（計８回）
ところ　２階・視聴覚室
内　容　第１回「御食国と伊勢の大神宮」
講　師　岡田登さん（皇學館大学文学部教授）
定　員　50人程度（先着順）
申し込み　５月29日㈯から、直接・電話・ファクスで同館へ
 たなばた星まつり
と　き　７月４日㈰、午後２時～
ところ　２階・視聴覚室
対　象　小学生以上（就学前の子どもは保護者同伴）
内　容　万華鏡作り、七夕にちなんだ絵本の読み聞かせ
定　員　20人
申し込み　６月19日㈯から、直接・電話・ファクスで同館へ

伊勢図書館 小俣図書館

伊勢図書館
☎㉑0077・FAX㉑0078　休館日  毎週水曜日、第2金曜日
　　　　　　　　　　　　６月７日㈪～16日㈬〔特別整理日〕
小俣図書館　
☎㉙3900・FAX㉙3902　休館日  毎週火曜日、第2金曜日

指定管理委託料　1億2,060万円
利用件数　49万1,043件（平成21年度）

※放送時間や内容は、変更することがあります。

伊勢市行政チャンネル番組表
アナログ10チャンネル・デジタル123チャンネル

広報広聴課（☎㉑5515）

 伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」
放送時間　午前６時・９時・正午・午後３時・６時・９時～
■特集　生涯を健康で暮らせる健康文化都市
　　　　～健康文化週間～

※詳しくは、アイティービーのチャンネ
ルガイド・ホームページ・電子番組表
(EPG) をご覧ください。※放送時間や内容は 変更することがあります

ケーブルテレビ番組案内

■お知らせ　
5/31～ 6/6　市・県民税の納付、水道週間、健康づくりアド
バイザー養成講座、健康の日啓発事業　6/7 ～ 13　民話の
駅 蘇民と二見しょうぶロマンの森、夫婦岩の日の出　6/14
～ 20　男女共同参画週間、こども手当　6/21 ～ 27　1歳6
カ月児健康診査、介護予防啓発、特定健康診査と特定保健
指導　6/28 ～ 7/4　勢田川七夕大そうじ、がん検診・歯周疾
患健診、二見浦の夏の催し物、お伊勢さん健康マラソン大会

市議会放送
　市議会6月定例会本会議および予算特別委員会（設置された場
合）を、会議があった日の翌日の午後2時と午後7時から放送します。

■企画番組など（内容が更新される週を掲載しています）
6/5 ～11　年寄万歳～百歳になったら～、トップに聞く、フォト
スケッチ、8ミリフィルムに残る風景、伊勢音楽堂、特選！みそ
か寄席　6/12～18　どうやって作ってるの？、放課後クラブ、
プレゼントください！、それぞれの生き方、やすらぎのマイホーム、
美し国の食卓　6/19 ～ 25　散歩、ひよこくらぶ、わがまち 運
動自慢、このまちのあしあと、レディースアングラー、くつろぎ
の時間　6/26 ～7/2　特別番組 めざせ甲子園（6/26～ 28…
明野高校・伊勢高校・伊勢工業高校、6/29～7/2…宇治山田高校・
宇治山田商業高校・南伊勢高校）、ぐるぐるグルメ、ゲートボールス
パーク！、探々歩隊、ビーチブレイク、ニュース特集、美し国の食卓

アイティービーコミュニティチャンネル番組表
アナログ８チャンネル・デジタル121チャンネル

㈱アイティービー（☎フリーコール0120・270・089）
放送時間　午前６時～翌日午前２時

■アイティービーニュース  
・・月曜日～金曜日の午後7時に更新し、午後7時・8時・9時・
10時・11時に放送
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在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
介
護
や
福
祉
に
関
す

る
相
談
窓
口
で
す
。
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

市内の在宅介護支援センター
施設名 住所・電話番号 担当地区

神路園
二俣町577-9
☎㉒6012

中島地区（二俣町、二俣2～ 4丁目、辻久留2・
3丁目）、宮本地区、沼木地区

双寿園
河崎３丁目15-33
☎㉓9231

明倫地区、有緝地区（河崎1～ 3丁目）、厚
生地区（豊川町、本町、宮後1～ 3丁目、一
志町、八日市場町、大世古1～ 4丁目、曽祢
1・2丁目）、浜郷地区（神田久志本町、神久
1～ 6丁目）

白百合園
上地町3130
☎㉗1511

城田地区、早修地区、中島地区（二俣1丁目、
辻久留1丁目、中島1・2丁目、宮川1・2丁目）

正邦苑
村松町3294-1
☎381800 豊浜地区、北浜地区

山咲苑
楠部町2605-13
☎㉖2600 進修地区、修道地区、四郷地区

楽寿苑
馬瀬町1065
☎㉛0050

有緝地区（船江1～ 4丁目）、厚生地区（一
之木1～ 5丁目）、御薗地区

みなと
神社港262-1
☎350811

神社地区、大湊地区、浜郷地区（通町、一色
町、田尻町、黒瀬町）

二見ふれあい
プラザ

二見町茶屋456-2
☎434423 二見地区

小　俣
小俣町元町536
☎㉗1155 小俣地区

　

申
し
込
み　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課

   

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）

　
　
　
　
　
　
参
加
費
な
ど
の
記
載

   　
　
　
　
　
の
な
い
も
の
は
無
料

　

問
い
合
わ
せ

　

健
康
課
（
☎
㉗
２
４
３
５
）

　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉒
７
８
７
０
）

　

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
42
１
１
１
３
）

　

〔　
　

  　
　

〕

と
き　

６
月
30
日
㈬
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の対
象　

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
６
カ
月
ま
で
）
の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈫
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

事
業
費　

28
万
６
５
０
０
円

健
康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
座

　

自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り
は

も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
健
康
管
理

や
身
近
な
地
域
の
健
康
づ
く
り

活
動
に
つ
い
て
考
え
、
実
践
の

こ
つ
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

講
座
修
了
後
は
、
保
健
師
と

共
に
健
康
づ
く
り
活
動
を
楽
し

く
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

７
月
１
日
㈭
・
８
日
㈭
・

８
月
５
日
㈭
・
19
日
㈭
・
26
日

㈭
・
９
月
３
日
㈮
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
（
８
月
26
日

は
午
前
10
時
〜
）

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
で
全
日
程
に

参
加
で
き
る
人

内
容　

健
康
に
関
す
る
伊
勢
市

の
状
況
、
生
活
習
慣
病
予
防
と

歯
周
病
予
防
、
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
の
食
生
活
・
運
動
な

ど
に
関
す
る
講
演
と
実
習

事
業
費　

６
万
７
千
円

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

左
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

地
球
に
や
さ
し
い
食

材
丸
ご
と
料
理

参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物  

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈫
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

事
業
費　

35
万
円

と　き ところ 定員
（先着順）

６月15日㈫ 小俣保健センター 35人

６月19日㈯ 福祉健康センター 30人

６月21日㈪ 今一色公民館 20人

６月23日㈬ 福祉健康センター 30人

６月25日㈮ ハートプラザみその 30人

ヘルスメイト料理講習会

※いずれも時間は、午前９時30分～午後１時です。

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈫
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

※
全
日
程
終
了
後
に
修
了
証
書

を
渡
し
ま
す
。

事
業
費
は
、
す
べ
て
平
成
22
年
度
予
算
額
で
す
。

在
宅
介
護
支
援
事
業
委
託
料

６
３
０
万
円
（
平
成
22
年
度
予
算
）

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

６
月
か
ら
担
当
地
区
が
一
部
変
わ
り
ま
す

長
寿
課
（
☎
㉑
５
５
８
３
）
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一人ひとりが一人ひとりが
輝くために輝くために
一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑5546）

慣
習
や
言
い
伝
え
に

と
ら
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

皆
さ
ん
は
日
常
生
活
の
中
で
、

「
北
向
き
に
寝
な
い
」「
友
引
に

葬
式
を
し
な
い
」「
大
安
に
結

婚
式
を
す
る
」「
夜
に
爪
を
切

ら
な
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

慣
習
や
言
い
伝
え
に
と
ら
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
か
。

　

中
で
も
「
六
曜
」（
先
勝
・

友
引
・
先
負
・
仏
滅
・
大
安
・

赤
口
）
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記

載
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

「
日
柄
」
に
と
ら
わ
れ
る
人
は

多
い
よ
う
で
す
。

　

自
分
の
こ
と
で
は
あ
ま
り
気

に
し
な
く
て
も
、
相
手
の
こ
と

を
気
に
し
て
日
柄
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
入
院
し

て
い
て
、
い
つ
見
舞
い
に
来
て

も
ら
っ
て
も
気
に
な
ら
な
い
人

で
も
、
見
舞
い
に
行
く
と
き
は

「
仏
滅
は
や
め
て
お
こ
う
」
と

気
を
遣
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

年
齢
的
に
は
、
若
い
人
よ
り

年
配
の
人
の
方
が
、
慣
習
や
言

い
伝
え
に
と
ら
わ
れ
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
若
い
人
が
、
慣
習

や
言
い
伝
え
は
納
得
で
き
な
い

と
思
っ
て
気
に
し
な
い
で
い
る

と
、
年
配
の
人
に
注
意
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

慣
習
や
言
い
伝
え
は
、
長
い

歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
も

の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
の
生
活

を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、中
に
は
、

科
学
的
な
根
拠
の
な
い
不
合
理

な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
明
ら
か

に
時
代
錯
誤
と
思
わ
れ
る
も
の

が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

　

不
合
理
な
慣
習
や
言
い
伝
え

に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
る
と
、
そ
の

こ
と
で
、
人
の
人
権
を
な
い
が

し
ろ
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
十
分
に
注
意
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

明
ら
か
に
お
か
し
い
場
合

は
、
慣
習
や
言
い
伝
え
に
と
ら

わ
れ
な
い
勇
気
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

介
護
予
防
講
座

転
倒
骨
折
予
防
教
室

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

　

年
を
重
ね
る
と
と
も
に
足
の

衰
え
を
感
じ
、
転
び
そ
う
に
な

っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

転
倒
骨
折
予
防
に
つ
い
て
学

び
、
転
ば
な
い
た
め
の
体
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

と
き　

７
月
７
日
㈬
・
21
日
㈬
、

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

内
容　

転
倒
骨
折
予
防
に
つ
い

て
の
お
話
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
健

脚
度
測
定
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど

定
員　

20
人
程
度

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、

飲
み
物

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈫
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

事
業
費　

８
万
７
７
５
０
円

　

食
中
毒
の
多
く
は
、
細
菌
が

原
因
で
起
き
て
い
ま
す
。

　

目
に
見
え
な
い
細
菌
を
で
き

る
だ
け
体
内
に
入
れ
な
い
た
め

に
は
、
食
品
を
正
し
く
取
り
扱

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
細
菌
を
「
付

け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」「
や

っ
つ
け
る
」の
３
原
則
を
守
り
、

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

腹
痛
や
下
痢
な
ど
の
症
状
が

起
こ
っ
た
ら
、
自
分
で
判
断
を

せ
ず
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
に
ご
用
心

食中毒予防の３原則
①細菌を「付けない」

・・調理の前には、石けんで手を洗う
・・手に傷がある場合は、ゴム手袋を使って調理する
・・調理器具は、汚れを落としてから消毒する
・・肉や魚を切った包丁・まな板をそのまま使わない（でき
　れば肉用・魚用・野菜用に分ける）
・肉・魚・卵を触ったら、必ず石けんで手を洗う

②細菌を「増やさない」

・・食品は低温で保存する（温度設定の目安…冷蔵庫10℃以下、
　冷凍庫マイナス15℃以下）
・・冷蔵庫で保存していても、生鮮食品は 2 日以内に食べる
 （消費期限表示を確認する）
・調理後は、できるだけ時間を置かずに食べる
・・ふきんやタオルは、小まめに取り替え、清潔に保つ（漂
　白剤につけ込むのも効果的）

③細菌を「やっつける」
・加熱調理するときや料理を温め直すときは、十分に加熱する
・・電子レンジで加熱調理をするときは、時々かき混ぜて、全
　体を十分に加熱する
・・使用後の包丁・まな板などは、熱湯をかけて乾燥させる

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

す
べ
て
新
ワ
ク
チ
ン
で
接
種
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
旧
ワ

ク
チ
ン
で
接
種
歴
の
あ
る
人
も
、

新
ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種
が
可
能

で
す
。

　

対
象
年
齢
は
１
期
（
６
カ
月

〜
90
カ
月
未
満
）
で
、
中
で
も

接
種
が
望
ま
し
い
年
齢
は
３
歳

〜
４
歳
で
す
。
な
お
、２
期（
９

歳
〜
13
歳
未
満
）へ
の
接
種
は
、

安
全
性
・
有
効
性
を
確
認
中
の

た
め
休
止
中
で
す
。

日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
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内　容 と　き ところ 問い合わせ先

子育て相談

６月  １日㈫
 ９:30 ～ 11:00
13:30 ～ 15:00

二見老人福祉センター 二見総合支所福祉健康課

６月  ８日㈫ 中央保健センター 健康課

６月 15日㈫ ハートプラザみその 健康課

６月 22日㈫ 小俣保健センター 小俣保健センター

成人健康相談
成人栄養相談

（成人栄養相談は要予約）

６月  ２日㈬  ９:30 ～ 11:00 小俣保健センター 小俣保健センター

６月 10日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその 健康課

６月 17日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター 健康課

６月 23日㈬ ９:30 ～ 11:00 二見老人福祉センター 二見総合支所福祉健康課

エイズ検査
毎週火曜日 ９:00 ～ 11:00

伊勢保健福祉事務所
（県伊勢庁舎内）

伊勢保健福祉事務所
（☎㉗5148）

毎月第2火曜日 17:30 ～ 19:00
こころの健康相談
（要予約）

６月 24日㈭ 13:00 ～ 15:00

６
月
４
日
㈮
〜
10
日
㈭
は

歯
の
衛
生
週
間

　

１
本
で
も
多
く
歯
を
残
し
、

お
い
し
く
食
事
を
す
る
こ
と
は
、

生
涯
を
通
じ
て
豊
か
な
人
生
を

送
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

歯
の
健
康
を
保
つ
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
の
自
己
管
理
と
定

期
的
な
歯
科
検
診
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
口
の

中
の
健
康
に
つ
い
て
見
詰
め
直

し
、
歯
の
健
康
づ
く
り
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

　

「
歯
の
衛
生
週
間
」
に
関
連

し
た
行
事
が
、
左
表
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
す
。

事
業
費　

５
万
円

「歯の衛生週間」の関連行事

と　き　６月６日㈰
ところ　ハートプラザみその
内　容　①無料歯科検診（9：30～ 11：30、先着順）
　　　　②無料歯科矯正相談（9：30～ 11：30、先着順）
　　　　　…矯正専門医による歯並びについてのアドバイス
　　　　③よい歯のコンクール（9：30～ 11：30）
　　　　　…よい歯の児童・生徒の審査と表彰、親と子のよい歯のコンクールの
　　　　　　審査と表彰、歯・口の健康に関する図画・ポスターの表彰
　　　　④伊勢・度会地区8020表彰（10：30～ 11：30）
　　　　　…昨年度の「8020 コンクール」（主催：三重県歯科医師会）において、
　　　　　　80歳以上で歯が 20本以上あり、むし歯が少ないと審査された優秀
　　　　　　な人の表彰
　　　　⑤食育に関する講話・試食（10：00～12：00、先着順）
　　　　　…野菜ソムリエによる食材と料理の講話・試食
　　　　　　（受講者全員に無農薬玄米を進呈）

と　き　６月11日㈮～ 13日㈰、10：00～ 21：00
ところ　高柳商店街
内　容　歯・口の健康に関する図画・ポスター入選作品展

※①②⑤は、いずれも市内在住の人が対象です。
※詳しくは、伊勢地区歯科医師会（☎㉔1904、月曜日～金曜日・午前９時～午後４時）へ問い
　合わせてください。

救急医療をみんなの力で守りましょう！

内科・小児科（☎㉕8795） 歯科（☎㉗0829）

診療時間 診療科目

休日
日曜日・祝日
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

内　科
小児科
歯　科

夜間
毎日

19:30 ～ 22:00
内　科
小児科

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

休日・夜間応急診療所
　　　　　　　  事業費 9,409万5千円

　休日や夜間の救急医療体制は、比較的軽症の人を対象とする「一次救急」
と、緊急な治療や入院が必要な重症の人を対象とする「二次救急」に分
けられます。
　一次救急は、かかりつけ医や休日・夜間応急診療所で対応し、二次救
急は、山田赤十字病院と市立伊勢総合病院が５対１の割合で輪番体制を
とっています。山田赤十字病院では、二次救急の受け入れ日が多いこと
に伴い、緊急な治療が必要な重症患者への対応が増えています。

　軽症患者が二次救急を受診すると、重症患者の迅速な対応ができなく
なります。救急医療体制を守るため、適正な受診をお願いします。
 ・ ・日常的に診察を受ける「かかりつけ医」を持ち、通常の症状の場合は、
　できるだけ診療時間内に「かかりつけ医」で受診してください
 ・ ・休日や夜間に急病になった場合、比較的軽症の人は、まずは一次救急 
　である「かかりつけ医」に連絡して受診するか、「休日・夜間応急診療所」
　の診療時間内に受診してください

※重症の人や、上表の診療時間以外・診療科
目以外で診療を受けたい人は、次へ問い合わ
せてください。
■救急医療情報センター
　☎㉘1199、音声自動案内☎0800-100-1199
■医療ネットみえのホームページ
　http://www.qq.pref.mie.jp/

※対象は、伊勢保健福祉事務所が実施するものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。

主な相談など 子育て相談  事業費  117万２千円 成人健康相談  事業費  82万1千円
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６
月
１
日
㈫
か
ら

歯
周
疾
患
検
診
が
始
ま
り
ま
す

　

丈
夫
な
歯
を
保
ち
、
楽
し
い

食
生
活
を
送
る
こ
と
は
、
全
身

の
健
康
へ
の
第
一
歩
に
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
40
歳
以
上
の
人
の

約
90
％
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て

お
り
、
歯
を
失
っ
て
し
ま
う
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

歯
周
病
は
、
予
防
で
き
る
病

気
で
す
。
こ
の
機
会
に
歯
周
疾

患
検
診
を
受
け
、
自
分
の
歯
ぐ

き
の
状
態
を
再
確
認
し
、
お
口

の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間　

６
月
１
日
㈫
〜
10

月
31
日
㈰

実
施
場
所　

下
表
の
と
お
り

対
象　

40
歳
〜
50
歳
・
55
歳
・

60
歳
・
65
歳
の
人

持
ち
物　

健
康
保
険
証
・
健
康

手
帳
（
持
っ
て
い
る
人
）

料
金　

無
料

※
期
間
中
、
１
人
に
つ
き
１
回

し
か
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

事
業
費　

６
１
６
万
３
千
円

※
70
歳
の
人
を
対
象
に
、「
高

齢
者
口
腔
総
合
健
康
診
査
」
を

通
年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

歯周疾患検診実施歯科医院
歯科医院名 住所 予約 電話番号 歯科医院名 住所 予約 電話番号

伊　
　

勢　
　

市

あい歯科クリニック 辻久留町 　 ⑳ 8148

伊　
　

勢　
　

市

中村歯科 吹上 2丁目 ○ ㉕ 8801
あけの歯科 小俣町明野 ○ ㉕ 8991 中村歯科クリニック 神田久志本町 ○ ㉗ 5555
芦野歯科医院 宮町 1丁目 ○ ㉘ 4048 長井歯科医院 東大淀町 ○ 37 2310
荒木田歯科 樫原町 　 37 2161 にしやま歯科 御薗町王中島 ○ ㉘ 2917
伊勢ファミリー歯科 小木町 ○ 36 2264 橋本歯科医院 本町 　 ㉘ 3859
伊藤歯科 船江 1丁目 ○ ㉙ 2020 タウンビル浜口歯科 宮後 1丁目 ○ ㉓ 1911
いのうえ歯科医院 西豊浜町 ○ 37 5544 浜口歯科医院 岡本 3丁目 ○ ㉕ 1608
いらご歯科医院 神久 1丁目 　 ㉒ 6001 東山歯科医院 小俣町本町 ○ ㉔ 9500
うえだ歯科クリニック 竹ヶ鼻町 ○ 36 8400 平田歯科クリニック 二見町荘 ○ 44 0003
右京歯科 小木町 　 36 5677 平松歯科医院 八日市場町 　 ㉘ 3089
宇治山田歯科医院 岩渕 2丁目 ○ ㉑ 5888 藤田歯科 常磐 2丁目 　 ㉔ 9261
大石歯科医院 倭町 　 ㉕ 7186 ふじなみ歯科 黒瀬町 ○ ㉗ 0033
大山歯科医院 小俣町湯田 ○ ㉒ 8080 ふるかわ歯科 小俣町本町 ○ ㉙ 4180
おかむら歯科医院 久世戸町 ○ ㉘ 1948 まこと歯科 小俣町相合 ○ ㉓ 0204
岡村歯科医院 浦口 2丁目 　 ㉓ 3567 増田歯科医院 小俣町本町 ○ ㉒ 0044
岡安歯科医院 八日市場町 　 ㉘ 2222 松井歯科医院 吹上 2丁目 ○ ⑳ 5800
おくの歯科クリニック 黒瀬町 65 7970 松崎歯科医院 宮後 3丁目 ○ ㉒ 2566
奥村歯科 円座町 　 39 1515 松葉歯科医院 御薗町高向 　 ㉓ 6489
片山歯科医院 勢田町 ○ ㉓ 1082 松村歯科クリニック 宮後 2丁目 ○ ㉖ 3800
加藤歯科医院 辻久留 2丁目 ○ ㉓ 5252 マナブ歯科医院 御薗町長屋 ○ ㉒ 8288
かどや歯科 二見町西 ○ 43 4554 三木歯科医院 中島 2丁目 ○ ㉓ 9292
きくち矯正歯科 御薗町長屋 ○ ㉖ 0888 めいりん歯科クリニック 岡本 3丁目 　 ⑳ 8241
北浜歯科クリニック 村松町 ○ 37 4870 元町歯科クリニック 小俣町元町 ○ ㉑ 0770
きたむら歯科クリニック 御薗町長屋 ○ ㉔ 1511 森歯科医院 宮町 1丁目 ○ ㉘ 4469
くまがい歯科医院 旭町 　 ㉕ 1111 モリ歯科クリニック 小俣町湯田 ○ ㉒ 8008
小林歯科医院 岩渕 1丁目 　 ㉘ 4098 森歯科診療所 御薗町新開 ○ 36 0648
金剛歯科医院 曽祢 2丁目 ○ ㉘ 1560 山際歯科医院 河崎 1丁目 ○ ㉘ 7454
金剛歯科医院 宇治浦田 3丁目 　 ㉗ 5588 山口歯科医院 宮後 1丁目 ○ ㉘ 2426
佐田歯科 小俣町明野 ○ 37 5822 山口歯科医院 小俣町元町 ○ ㉔ 2321
荘司歯科医院 河崎 2丁目 　 ㉘ 9972 山崎歯科クリニック 楠部町 ○ ㉘ 4195
杉原歯科 馬瀬町 ○ 35 0805 やまなかデンタルクリニック 小俣町明野 ○ 37 6480
田岡歯科医院 岩渕 1丁目 ○ ㉔ 7847 横山歯科 宮町 1丁目 　 ㉘ 5938
田川歯科 二見町山田原 ○ 43 4822 横山歯科医院 船江 4丁目 　 ㉓ 1080
田口歯科医院中須 中須町 ○ ㉒ 4182

度
会
郡

ささき歯科クリニック 玉城町蚊野 ○ 58 7903
田所歯科 曽祢 1丁目 　 ㉘ 2985 玉城古川歯科 玉城町勝田 ○ 58 5121
田端歯科医院 二俣 1丁目 　 ㉘ 3565 なかむらデンタルクリニック 玉城町玉川 ○ 58 1182
冨田歯科医院 楠部町 ○ ㉒ 8282 なんとう歯科クリニック 南伊勢町東宮 ○ 72 0824
中川歯科 神久 2丁目 ○ ㉓ 0266 福井歯科医院 度会町棚橋 ○ 62 1520
中西歯科医院 御薗町高向 　 ㉓ 1900 ふくだ歯科医院 玉城町田丸 ○ 58 7500
なかの歯科 楠部町 ○ ㉓ 6480

※○印が付いた歯科医院については、電話での予約が必要です。
※日曜日の診療の有無については、歯科医院によって異なります。

平成22年6月号15



情
報
コ
ー
ナ
ー

﹇
受
講
料
・
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
﹈

募 
集

あ
な
た
の
力
を
幼
稚
園
・
学
校
に
！

教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

学
校
教
育
課
（
☎
㉒
７
８
８
１
）

　

市
で
は
、
経
験
や
特
技
・
技
能
を
生

か
し
て
、
市
内
の
幼
稚
園
や
小
・
中
学

校
で
教
育
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
く

「
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。（
平
成
21
年
度
登
録
人

数
…
１
２
９
人
）

　

地
域
で
活
動
し
て
い
る
人
材
や
、
教

職
経
験
者
・
教
員
免
許
保
有
者
・
教
員

志
望
の
学
生
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

申
し
込
み　

申
込
書
を
直
接
同
課
へ

※
申
込
書
は
、
同
課
、
市
役
所
本
館
・

１
階
教
育
委
員
会
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
ち
そ
だ
て
推
進
事
業

本
町
再
発
見
活
動
事
業

事
業
プ
ラ
ン
を
募
集

都
市
計
画
課
（
☎
㉑
５
５
０
９
）

　

市
で
は
、「
ま
ち
そ
だ
て
推
進
事
業
」

お
よ
び
「
本
町
再
発
見
活
動
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
が
主
体
と
な
っ

て
「
地
域
の
魅
力
の
再
発
見
」
や
「
課

題
の
解
決
」
に
取
り
組
む
事
業
プ
ラ
ン

を
募
集
し
、
採
用
さ
れ
た
事
業
プ
ラ
ン

に
対
し
て
団
体
に
事
業
を
委
託
し
ま
す
。

対
象
区
域

①
ま
ち
そ
だ
て
推
進
事
業
…
山
田
ル
ネ

サ
ン
ス
ゾ
ー
ン
地
区
（
図
①
参
照
）

②
本
町
再
発
見
活
動
事
業
…
小
俣
町
本

町
地
区
（
図
②
参
照
）

応
募
資
格　

市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
な
ど

応
募
方
法　

６
月
21
日
㈪
（
必
着
）
ま

で
に
、
応
募
用
紙
を
直
接
ま
た
は
郵
送

で
同
課
（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
）
へ

※
応
募
用
紙
・
募
集
要
項
に
つ
い
て
、

①
は
同
課
、
②
は
同
課
・
小
俣
総
合
支

所
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

事
業
費　

①
２
０
０
万
円
、
②
50
万
円

（
平
成
22
年
度
予
算
）

図①　まちそだて推進事業

図②　本町再発見活動事業

活動の様子
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試
験
種
類　

①
甲
種
４
類
・
乙
種
１
・

２
・
３
・
５
・
６
類
、
②
甲
種
特
・
１
・

２
・
３
・
５
類
・
乙
種
４
・
７
類

　

同
会
議
で
は
、
観
光
で
伊
勢
を
元
気

に
し
よ
う
と
、
Ｊ
Ｒ
伊
勢
市
駅
前
で
の

子
ど
も
案
内
人
体
験
、
外
宮
前
名
物

「
御み

饌け

丼ど
ん

」の
開
発
、エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

学
生
や
市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
皆
さ
ん
、
立
場
を
超
え

て
一
緒
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。
興
味

の
あ
る
人
は
、
同
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

伊
勢
神
宮
奉
納
全
国
花
火
大
会
に

ご
協
力
を

観
光
事
業
課
（
☎
㉑
５
５
６
６
）

エ
コ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

活
動
日
時　

７
月
17
日
㈯
、
午
後
３
時

〜
11
時
（
荒
天
の
場
合
は
18
日
㈰
、
19

日
㈷
に
順
次
延
期
）

活
動
場
所　

花
火
大
会
会
場
内
（
宮
川

河
畔
〔
度
会
橋
上
流
〕）

対
象　

18
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
で
も

保
護
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
可
）

内
容　

会
場
内
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

伊
勢
観
光
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

メ
ン
バ
ー
を
募
集

観
光
企
画
課
内
・
伊
勢
観
光
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
事
務
局
（
☎
㉑
５
５
６
５
）

講
座
な
ど

伊
勢
総
合
病
院

市
民
公
開
講
座

伊
勢
総
合
病
院
総
務
課
（
☎
㉓
５
１
１
１
）

と
き　

６
月
20
日
㈰
、
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
北
館

（
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）・
２
階
多
目
的
ホ

ー
ル

内
容　

①
「
手
の
し
び
れ
」
松
本
勝
久

さ
ん
（
伊
勢
総
合
病
院
神
経
内
科
科

長
）、
②
「
や
さ
し
く
治
す
お
腹
の
が

ん
〜
小
さ
な
傷
の
手
術（
腹
腔
鏡
手
術
）

〜
」
伊
藤
史
人
さ
ん
（
伊
勢
総
合
病
院

外
科
科
長
）

消
防
設
備
士
試
験

消
防
本
部
予
防
課
（
☎
㉕
１
２
６
８
）

情報コーナー

の
ご
み
分
別
案
内

募
集
人
数　

１
０
０
人
程
度

申
し
込
み　

６
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（
ア
ド
レ

ス

kanko
-jigyo

@
city.ise.m

ie.jp

）

へ
問
い
合
わ
せ
の
上
、
申
込
書
を
同
課
へ

※
夕
食
と
飲
み
物
を
用
意
し
ま
す
。（
報

酬
や
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
（
保
険
料

２
８
０
円
は
自
己
負
担
）
に
加
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
未
加
入
者
の
み
）

※
こ
の
活
動
は
、
ハ
ロ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
え
の
協
力
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

花
火
募
金
へ
の
ご
協
力
を

　

同
課
・
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・

市
内
の
ぎ
ゅ
ー
と
ら
全
店
舗
・
生
鮮
市

場
ベ
リ
ー
全
店
舗
に
、
募
金
箱
を
設
置

し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
は
、

花
火
を
打
ち
上
げ
る
た
め
に
使
用
し
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

試
験
日　

①
８
月
７
日
㈯
、
②
８
月
８

日
㈰

と
こ
ろ　

三
重
大
学
（
津
市
栗
真
町
屋

町
１
５
７
７
）

受
け
付
け
期
間

 

・
電
子
申
請
…
６
月
７
日
㈪
〜
18
日
㈮

 

・
書
面
申
請
…
６
月
10
日
㈭
〜
21
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
三
重
県
支
部
（
☎
津
０
５
９
・

２
２
６
・
８
９
３
０
）

※
受
験
願
書
は
、
同
課
・
消
防
署
・
伊

勢
県
民
セ
ン
タ
ー
・
㈶
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部
に
あ
り
ま
す
。
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と
き　

７
月
１
日
㈭
、
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

受
講
料　

４
７
０
０
円
（
三
重
県
収
入

証
紙
を
申
請
書
に
張
り
付
け
）

申
し
込
み　
６
月
１
日
㈫
〜
11
日
㈮
に
、

申
請
書
を
㈳
三
重
県
危
険
物
安
全
協
会

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
６
・
８
３
７
８
、

〒
514

－

0002
津
市
島
崎
町
３
１
４
）
へ

※
申
請
書
は
、
同
課
、
伊
勢
県
民
セ
ン

タ
ー
、
㈳
三
重
県
危
険
物
安
全
協
会
に

あ
り
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課
（
☎
㉕
１
２
６
３
）

催
し
物

①
美
輪
明
宏
音
楽
会
「
愛
」

と
き　

９
月
12
日
㈰
、午
後
６
時
〜（
開

場
は
午
後
５
時
30
分
）

内
容　

美
輪
明
宏
・
セ
ル
ジ
ュ
染
井
ア

観
光
文
化
会
館
自
主
事
業

観
光
文
化
会
館
（
☎
㉘
５
１
０
５
）

ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
音
楽
会

入
場
料　

６
８
０
０
円（
全
席
指
定
席
）

②
大
阪
交
響
楽
団

　
　

名
曲
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト
２
０
１
０

と
き　

９
月
20
日
㈷
、
午
後
３
時
30
分

〜
（
開
場
は
午
後
３
時
）

内
容　

川
畠
成
道
（
バ
イ
オ
リ
ン
）・

寺
岡
清
高（
指
揮
）・
大
阪
交
響
楽
団（
管

弦
楽
）
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
料

一
般
３
０
０
０
円

学
生
１
０
０
０
円

（
全
席
指
定
席
）

入
場
券
販
売

 

・
伊
勢
市
民
先
行
予
約　

①
６
月
13
日

㈰
・
②
６
月
４
日
㈮
、
午
前
８
時
〜
翌

日
午
前
０
時
に
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
（
☎

０
５
７
０
・
０
２
・
９
５
１
１
）
へ

 

・
一
般
発
売　

①
７
月
４
日
㈰
・
②
６

月
12
日
㈯
、
午
前
９
時
か
ら
同
館
事
務

所
・
喫
茶
ア
イ
ド
ル
・
相
可
屋
楽
器
店
・

村
林
楽
器
伊
勢
店
へ
、
午
前
10
時
か
ら

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
へ

情報コーナー

ス
ポ
ー
ツ
教
室

み
ん
な
で
学
校
へ
集
ま
ろ
う

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
㉒
７
８
９
１
）

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
初
心
者
で

も
、
好
き
な
と
き
に
気
軽
に
参
加
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

フ
ラ
ダ
ン
ス

と
き　

６
月
４
日
〜
７
月
23
日
の
毎
週

金
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
（
全

８
回
）

と
こ
ろ　

倉
田
山
中
学
校
・
体
育
館

講
師　

菱
川
律
子
さ
ん

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

と
き　

６
月
３
日
〜
９
月
16
日
の
毎
週

木
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
（
全

16
回
）

と
こ
ろ　

御
薗
中
学
校
・
体
育
館

講
師　

中
村
美
和
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

共
通
項
目

参
加
費　

１
回
に
つ
き
１
０
０
円
（
保

険
料
を
含
む
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料
）

持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、
体
育
館

用
シ
ュ
ー
ズ（
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）

※
学
校
行
事
や
天
候
に
よ
り
、
開
催
日

を
変
更
・
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
業
費　
38
万
４
千
円
（
平
成
22
年
度
予
算
）
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高
柳
の
夜
店

商
工
労
政
課
（
☎
㉑
５
５
１
２
）

伊
勢
高
柳
商
店
街
振
興
組
合（
☎
㉘
１
１
０
１
）

と
き　

６
月
1
日
〜
７
月
４
日
の
期
間

中
で
、
１
・
３
・
６
・
８
が
付
く
日
と

土
曜
日
・
最
終
日
（
計
18
回
）

と
こ
ろ　

高
柳
商
店
街

内
容　

浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
、二
見
の
日
・

小
俣
の
日
・
御
薗
の
日
、
近
隣
市
町
の

伝
統
や
特
産
物
の
紹
介
な
ど
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

！！　

次
の
と
お
り
、
農
用
地
利
用
計
画
の

変
更
（
農
用
地
除
外
な
ど
）
の
申
し
出

を
受
け
付
け
ま
す
。

除
外
要
件　

次
の
項
目
を
す
べ
て
満
た

す
こ
と

 

・・
農
用
地
区
域
外
に
代
替
で
き
る
土
地

が
な
い

 

・・
農
用
地
除
外
後
１
年
以
内
に
農
地
を

転
用
す
る
具
体
的
な
計
画
と
必
要
性
が

あ
り
、
除
外
す
る
土
地
の
規
模
が
適
当

で
あ
る

農
用
地
除
外
な
ど
の
申
し
出

農
林
水
産
課
（
☎
㉒
０
３
７
０
）

 

・・
原
則
、
農
用
地
区
域
の
境
界
と
接
し

て
い
て
、
周
辺
の
営
農
に
支
障
を
及
ぼ

さ
な
い

 

・・
認
定
農
業
者
な
ど
の
経
営
に
支
障
を

及
ぼ
さ
な
い

 

・・
農
業
用
用
排
水
路
な
ど
の
土
地
改
良

施
設
の
機
能
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い

 

・・
土
地
基
盤
整
備
事
業
（
区
画
整
理
・

農
業
用
用
排
水
整
備
な
ど
）
が
完
了
し

て
か
ら
８
年
以
上
経
過
し
て
い
る

申
請　

７
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮
に
、
申

し
出
書
（
同
課
に
あ
り
ま
す
）
と
必
要

書
類
を
、
直
接
同
課
へ

勢
田
川
に

重
点
的
撤
去
区
域
を
設
定

国
土
交
通
省
三
重
河
川
国
道
事
務
所

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
９
・
２
２
１
８
）

　

同
事
務
所
で
は
、
勢
田
川
に
お
け
る

放
置
船
舶
の
再
係
留
防
止
対
策
と
し
て
、

平
成
22
年
４
月
１
日
に
、
船
舶
や
桟
橋

な
ど
が
撤
去
さ
れ
た
場
所
を
重
点
的
撤

去
区
域
に
定
め
ま
し
た
。

　

今
後
、
重
点
的
撤
去
区
域
に
船
舶
や

桟
橋
な
ど
が
不
法
に
係
留
・
設
置
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
強
制
的
に
撤
去
が
行

わ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
同
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.cbr.m

lit.go.jp/

m
ie/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

情報コーナー

　

市
で
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
委
託
を

受
け
、
宮
川
の
水
を
勢
田
川
へ
導
水
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
町
で
の
道
路
改
良
に
伴
う

水
路
改
修
工
事
の
た
め
、
工
事
が
完
了

す
る
ま
で
の
間
、南
部
幹
線
排
水
路（
市

民
武
道
館
前
〜
伊
勢
図
書
館
横
〜
市
役

所
前
〜
勢
田
川
）
へ
の
導
水
を
停
止
し

て
い
ま
す
。（
工
事
完
了
予
定

：

平
成

23
年
３
月
）

宮
川
〜
勢
田
川
の
導
水
を

一
部
停
止

維
持
課
（
☎
㉑
５
５
８
９
）

　

平
成
22
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た
家

屋
を
対
象
に
、６
月
〜
12
月
に
か
け
て
、

市
職
員
が
固
定
資
産
税
算
定
の
た
め
の

評
価
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

同
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
評
価
に
ご
協
力
を

課
税
課
固
定
資
産
税
係
（
☎
㉑
５
５
３
３
）
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市
・
県
民
税

納
税
通
知
書
を
送
付

課
税
課
市
民
税
係
（
☎
㉑
５
５
３
４
）

　

65
歳
未
満
の
納
税
者
へ
は
６
月
上
旬

に
、
65
歳
以
上
の
納
税
者
へ
は
６
月
中

旬
に
、
市
・
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
の
方

法
で
納
付
す
る
人
に
は
、
会
社
な
ど
を

通
じ
て
通
知
書
を
配
布
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

納
入
通
知
書
を
送
付

 

・・
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
…
医
療
保

険
課
国
民
健
康
保
険
料
係（
☎
㉑
５
５
５
１
）

 

・・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
…

医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係（
☎
㉑
５
５
５
２
）

 

・・
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
…
介
護
保
険
課

（
☎
㉑
５
５
６
４
）

　

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
納
入
通
知

書
を
、
次
の
と
お
り
送
付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料

送
付
時
期　

６
月
中
旬（
世
帯
主
あ
て
）

■
普
通
徴
収（
納
付
書
払
い･

口
座
振
替
）

　

平
成
22
年
度
の
年
間
の
国
民
健
康
保

険
料
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　

平
成
22
年
度
の
年
間
の
国
民
健
康
保

険
料
額
・
天
引
き
さ
れ
る
対
象
年
金
の

種
類
・
年
金
天
引
き
額
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
賦
課
限
度
額
の
変
更

　

１
世
帯
当
た
り
の
賦
課
限
度
額
に
つ

い
て
、
医
療
分
が
47
万
円
か
ら
50
万
円

に
、
支
援
金
分
が
12
万
円
か
ら
13
万
円

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
続
く
と
、

被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
医
療
保
険
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
、倒
産
・

解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
り
離
職
し

た
人
に
は
、
国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。（「
広
報
い
せ
」
５

月
号
・
16
ペ
ー
ジ
参
照
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

送
付
時
期　

７
月
中
旬
（
本
人
あ
て
）

※
保
険
料
を
算
定
す
る
た
め
に
所
得
の

申
告
が
必
要
な
人
（
被
保
険
者
と
そ
の

世
帯
主
）
に
は
、
６
月
中
旬
ま
で
に
申

告
書
を
送
付
し
ま
す
。

介
護
保
険
料

送
付
時
期　

６
月
中
旬
（
本
人
あ
て
）

■
普
通
徴
収(

納
付
書
払
い･

口
座
振
替)

　

平
成
22
年
度
の
年
間
の
介
護
保
険
料

額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　

平
成
22
年
度
の
年
間
の
介
護
保
険
料

額
・
天
引
き
さ
れ
る
対
象
年
金
の
種
類
・

年
金
天
引
き
額
・
仮
徴
収
額
に
変
更
が

あ
っ
た
人
は
そ
の
変
更
額
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
10
月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人
は
、

普
通
徴
収
の
納
入
通
知
書
に
、
特
別
徴

収
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

情報コーナー

６
月
６
日
㈰
〜
12
日
㈯
は

危
険
物
安
全
週
間

消
防
本
部
予
防
課
（
☎
㉕
１
２
６
３
）

　

気
温
が
高
く
な
る
夏
は
、
石
油
類
の

蒸
気
が
発
生
し
や
す
く
、
事
故
が
起
こ

り
や
す
い
時
季
で
す
。

　

自
動
車
な
ど
の
燃
料
は
、
わ
た
し
た

ち
の
生
活
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
が
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
、
火
災

や
爆
発
な
ど
の
重
大
事
故
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
危
険
物
を
取
り
扱
う
と
き
に
は

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

！！
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国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
は

14
日
以
内
に

医
療
保
険
課
（
☎
㉑
５
６
４
６
）

　

す
べ
て
の
人
は
、
何
ら
か
の
健
康
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
自
営
業
の
人
や

会
社
を
退
職
し
た
人
な
ど
、
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人
の
た
め

の
健
康
保
険
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
取
得（
加

入
）す
る
と
き
や
、
喪
失（
脱
退
）す
る
と

き
は
、
14
日
以
内
に
、
同
課
・
各
総
合

支
所
生
活
環
境
課
・
各
支
所
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
取
得
日

 

・・
市
内
へ
転
入
し
た
日

 

・・
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
日

（
退
職
日
の
翌
日
）、
ま
た
は
扶
養
家
族

か
ら
外
れ
た
日

 

・・
生
ま
れ
た
日

 

・・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
日

資
格
喪
失
日

 

・・
市
外
へ
転
出
し
た
日

 

・・
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
日
の

翌
日
、
ま
た
は
扶
養
家
族
に
な
っ
た
日

の
翌
日

 
・・
死
亡
し
た
日
の
翌
日

 

・・
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
日

※
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
資
格
取
得
日

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
資
格
を
喪
失

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
届
け
出
を

し
な
い
ま
ま
国
民
健
康
保
険
証
を
使
う

と
、
後
で
い
っ
た
ん
医
療
費
を
全
額
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
を

三
重
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
０
）

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
平
成
21
年
度
確
定
保
険
料
と
平
成
22

年
度
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付
期
間

は
、６
月
１
日
㈫
〜
７
月
12
日
㈪
で
す
。

年
度
更
新
集
合
受
け
付
け
会

と
き　

７
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮
・
12
日

㈪
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

伊
勢
労
働
基
準
監
督
署

※
持
ち
物
な
ど
、
詳
し
く
は
同
室
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国民健康保険の届け出

届け出が必要なとき 届け出に必要な物

資格
取得

（加入）

市内へ転入するとき 転出証明書、印鑑

職場の健康保険を脱退、
または扶養家族から外れ
たとき

職場の健康保険の離脱証
明書、印鑑

子どもが生まれたとき
国民健康保険証、母子健
康手帳、印鑑

生活保護を受けなくなっ
たとき

生活保護の廃止決定通知
書、印鑑

資格
喪失

（脱退）

市外へ転出するとき 国民健康保険証、印鑑

職場の健康保険に加入、
または扶養家族になった
とき

国民健康保険と職場の健
康保険の保険証、印鑑

死亡したとき 国民健康保険証、印鑑

生活保護を受けるように
なったとき

国民健康保険証、生活保
護開始決定通知書、印鑑

その
ほか

住所・氏名・世帯主など
が変わったとき

国民健康保険証、印鑑

保険証を紛失したり、
破損したとき

身分証明書、国民健康保
険証（破損の場合）、印鑑

学生が修学のため市外へ
転出するとき

国民健康保険証、在学証
明書、印鑑

退職者医療制度に該当す
るとき

国民健康保険証、年金証
書、印鑑

情報コーナー
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※
審
査
に
よ
り
交
付
を
決
定
し
ま
す

◆
説
明
会

と
き　

６
月
８
日
㈫
、
午
後
６
時
30
分

〜
７
時
30
分

と
こ
ろ　

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

専
門
家
派
遣
支
援
事
業
補
助
金

　

企
業
の
経
営
見
直
し
・
技
術
指
導
・

人
材
育
成
の
た
め
に
専
門
家
の
派
遣
を

行
っ
た
場
合
、
必
要
な
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業　

市
の
企
業
支
援
員
を
通
じ
、

三
重
県
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う
専

門
家
派
遣
支
援
事
業
を
利
用
し
て
専
門

家
の
派
遣
を
受
け
た
事
業

対
象
者　

製
造
業
な
ど
に
属
す
る
市
内

の
中
小
企
業
（
中
小
企
業
支
援
法
第
２

条
第
１
号
に
規
定
す
る
中
小
企
業
）

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
（
上
限
額
は
１
万
５
０
０
０
円

×
３
回
分
）

※
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

予
算
が
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

新
商
品
開
発
な
ど
に
補
助
金

産
業
支
援
課
（
☎
63
５
６
７
７
）

新
産
業
創
出
支
援
事
業
補
助
金

　

新
た
な
製
品
を
創
り
出
す
、
優
れ
た

技
術
を
持
つ
中
小
製
造
業
関
連
の
事
業

者
ま
た
は
団
体
の
育
成
を
図
る
た
め
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
事
業

 

・・
新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開
発
や
特

許
権
取
得
な
ど
を
行
う
（
平
成
22
年
度

か
ら
開
始
し
た
事
業
に
限
る
）

 

・・
補
助
対
象
経
費
が
２
０
０
万
円
以
上

 

・・
平
成
24
年
１
月
末
ま
で
に
研
究
開
発

が
終
了
す
る

対
象
者

 

・・
市
内
の
中
小
製
造
業
者
、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
・
情
報
処
理
業
者
、
ま
た
は
そ
の

団
体

 

・・
研
究
開
発
終
了
後
１
年
以
内
に
、
市

内
に
事
業
所
を
設
置
す
る
中
小
製
造
業

関
連
業
者

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
か
ら
国
・

県
補
助
金
額
を
差
し
引
い
た
金
額
の
２

分
の
１
以
内（
上
限
額
は
２
０
０
万
円
）

申
し
込
み　

６
月
２
日
㈬
〜
30
日
㈬

に
、
申
請
書
（
同
課
に
あ
り
ま
す
）
と

必
要
書
類
を
同
課
へ

事
業
費　
22
万
５
千
円（
平
成
22
年
度
予
算
）

６
月
１
日
〜
10
日
は

電
波
利
用
環
境
保
護

周
知
啓
発
強
化
期
間

東
海
総
合
通
信
局
電
波
利
用
環
境
課

（
☎
名
古
屋
０
５
２
・
９
７
１
・
９
１
０
７
）

　

電
波
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
携
帯

電
話
・
防
災
無
線
な
ど
、
市
民
の
生
活

に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
不
法
無
線
局
に
よ
り
、
重

要
な
無
線
通
信
が
妨
害
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

電
波
利
用
の
ル
ー
ル
を
守
り
、安
心
・

安
全
な
電
波
環
境
に
し
ま
し
ょ
う
。

情報コーナー

事
業
費　

２
１
０
万
６
千
円

（
平
成
22
年
度
予
算
）

国
有
地
を
売
却
し
ま
す

津
財
務
事
務
所

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
２
・
９
５
７
１
）

　

次
の
土
地
を
先
着
順
で
売
却
し
ま
す
。

所
在
地　

東
大
淀
町
字
大
浜
２
番
33
ほ

か
３
筆

地
目　

原
野
（
現
況

：

宅
地
）

地
積　

２
０
５
９
・
74
㎡

用
途
地
域　

都
市
計
画
区
域
内
（
用
途

地
域
指
定
な
し
）

売
却
価
格　

９
８
５
万
円

申
し
込
み
期
限　

６
月
14
日
㈪
・
午
後

５
時
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法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けている場合は、相談を受けるこ
とはできません。

とき／毎週月曜日、午後１時30分～３時30分　ところ／広
報広聴課（☎㉑ 5515）　対象／市内に住所を有する人　定
員／8人（定員を超えた場合は抽選）　申し込み／相談日当
日の午後１時15分までに広報広聴課へ来所

とき／ 6月3日㈭、午後1時 30分～ 3時 30分　ところ
／福祉健康センター　対象／市内に住所を有する人　定
員／４人（定員を超えた場合は抽選）　 申し込み／5月27日
㈭～6月2日㈬に、社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗ 2425）
へ来所または電話

とき／ 6月17日㈭、午後１時30分～３時 30分　ところ
／社会福祉協議会二見支所〔二見ふれあいプラザ内〕（☎
43 3994）　対象／市内に住所を有する人　定員／４人（定
員を超えた場合は抽選）　申し込み／6月10日㈭～16日㈬
に、社会福祉協議会二見支所へ来所または電話

とき／７月１日㈭、午後 1時 30分～３時 30分　ところ／
小俣保健センター　対象／市内に住所を有する人　定員
／ 4人（定員を超えた場合は抽選）　申し込み／ 6月 24
日㈭～ 30日㈬に、社会福祉協議会小俣支所（☎㉗ 0509）
へ来所または電話
※6月中に申し込みを受け付けるため、今月号に掲載しています。

交通事故
とき／第3水曜日（6月16日）、午後１時～３時　ところ／広
報広聴課（☎㉑ 5515）　定員／４人（先着順）　申し込み／相
談日当日の午前8時30分～11時に、広報広聴課へ電話

とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時（受け付けは
午後3時30分まで）　ところ／三重県交通事故相談窓口〔三
重県栄町庁舎・3階〕（☎津 059・228・7350）　

行　政
とき／第２火曜日（6月8日）、午後1時～3時　ところ／二
見生涯学習センター　問い合わせ／二見総合支所地域振興
課（☎421111）

とき／第3火曜日（6月15日）、午後1時～3時　ところ／
広報広聴課（☎㉑ 5515）

とき／第 4火曜日（6月22日）、午後1時～3時　ところ／
小俣公民館　問い合わせ／小俣総合支所地域振興課（☎㉒
7858）

登　記
とき／第2火曜日（6月8日）、午後1時～4時（受け付けは午
後3時まで）　ところ／広報広聴課（☎㉑ 5515）

特設人権
とき／6月1日㈫、午後1時～4時（受け付けは午後3時ま
で）　ところ／広報広聴課（☎㉑ 5515）

人　権
とき／毎週火曜日・水曜日・金曜日、午前9時30分～午後4
時30分　ところ／津地方法務局伊勢支局（☎㉘ 6158）

公　証（遺言・契約証明）
とき／第1木曜日（6月3日）、午後１時～４時（受け付けは午後
2時まで）　ところ／広報広聴課（☎㉑ 5515） 

消費生活（架空請求など）
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分　
ところ／商工労政課（☎㉑ 5717）

とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　ところ／
三重県消費生活センター〔三重県栄町庁舎・3階〕（☎津
059・228・2212）

多重債務（クレジット・消費者金融など）
とき／第３木曜日（6月17日）、午前9時30分～11時 30分（受
け付けは午前11時まで）　ところ／市役所本館・2階広報広聴
課相談室1　定員／４人（先着順）　申し込み／相談日当日の午
前８時30分から商工労政課（☎㉑ 5512） へ電話

婦　人
とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　ところ／生
活支援課（☎㉑ 5556）

母　子
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
ところ／こども課（☎㉑5561）

家庭児童（18歳未満の子どもに関する相談・児童虐待の通告）

とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時 15分　と
ころ／こども課（☎㉑ 5709）

乳幼児
とき／月曜日～金曜日、午前 9時～午後４時　ところ／大
世古保育所（☎㉕ 3676）

幼児・小・中学生（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人関係・学習のことなど ）
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
ところ／スマイルいせ〔小俣総合支所・2階〕（☎㉒
7867・㉒ 7887）
 臨床心理士によるカウンセリング（要予約）
とき／月曜日・水曜日・金曜日・午前9時～午後2時、火曜
日・木曜日・午前９時～午後5時　対象／小・中学生および
保護者

青少年（非行問題など）
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分  とこ
ろ／青少年相談センター〔小俣総合支所・2階〕（☎㉒ 7894）

就　職
とき／毎週火曜日（6月29日を除く）、午前10時～午後4時
　ところ／サンライフ伊勢　対象／市内に在住または通勤し
ている35歳以下の人またはその保護者、学校の進路担当教
諭　定員／５人（先着順）申し込み／おしごと広場みえ（☎津
059・222・3309）　または、商工労政課（☎㉑ 5568）へ電話

障がい者・障がい児（福祉サービスの利用相談・日常生活や就労の相談支援など ）
とき／月曜日～金曜日・午前９時30分～午後６時、土曜日・日曜日・
祝日・午前９時30分～午後４時30分（実施しない場合があります）
ところ／障害者相談支援センター「ブレス」（宮町１丁目５
-20、☎⑳ 6525） 　相談方法／電話・来所・訪問

高齢者在宅介護
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分　ところ
／地域包括支援センター（☎㉑ 5583）、東地域包括支援センター
（☎44 1165）、西地域包括支援センター（☎⑳ 5055）

とき／毎日24時間対応　ところ／各在宅介護支援セン
ター〔神路園（☎㉒6012）、双寿園（☎㉓ 9231）、白百
合園（☎㉗ 1511）、山咲苑（☎㉖ 2600）、正邦苑（☎38
1800）、みなと（☎35 0811）、楽寿苑（☎㉛ 0050）、二
見ふれあいプラザ（☎43 4423）、小俣（☎㉗ 1155）〕　
相談方法／電話・来所

心配ごと
とき／第1水曜日（6月2日）、午後1時～3時　ところ／
小俣保健センター　問い合わせ／社会福祉協議会小俣支
所（☎㉗ 0509）

とき／第2水曜日（6月9日）、午後1時～3時　ところ／
福祉健康センター　問い合わせ／社会福祉協議会伊勢支
所（☎㉗ 2425）
とき／第3水曜日（6月16日）、午後1時～3時　ところ
／ハートプラザみその・多目的室　問い合わせ／社会福
祉協議会御薗支所（☎㉒ 6617）

とき／第4水曜日（6月23日）、午後1時～3時　ところ／社会
福祉協議会二見支所〔二見ふれあいプラザ内〕（☎43 3994）

６月の無料相談      事業費　4,002万8千円（平成22年度予算）
　　〔同ページに掲載している市主催の相談事業のみ〕
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